
設置の趣旨等を記載した書類 

添付資料（資料 1～資料 27） 

資料１ 女學雑誌第 458号（明治 31年 1月）「時報」 

資料２ 「ニッポン一億総活躍プラン（厚生労働省）」（2016（平成 28）年閣議決定） 

資料３ 要望書 

資料４ 「人口動態統計速報（令和 3年 12月分）厚生労働省」 

資料５ 「認定看護管理者（CNA）認定の手引き（抜粋）」 

資料６ 質の高い看護人材の養成に向け理解を共有（日本看護協会）」 

資料７ 医療介護総合確保推進法（厚生労働省） 

資料８ 養成する人材像、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーの関連図 

および教育概念図等 

資料９ 履修モデル 

資料 10  和洋女子大学研究倫理規程等 

資料 11  学部と研究科との関係図 

資料 12  和洋女子大学看護学研究科（修士課程）時間割 

資料 13  和洋学園就業規則 

資料 14  研究奨励費規程等 

資料 15  院生室図面 

資料 16  図書等整備計画（看護学関連図書目録等） 

資料 17  和洋女子大学院学則 

資料 18  和洋女子大学大学院評議会規程 

資料 19  和洋女子大学大学院教授会規程 

資料 20 「和洋学園組織機構図」・「和洋女子大学会議体組織図」 

資料 21  和洋女子大学 2020・2021年度「目標と計画」 

資料 22  2020年「学生による授業評価よりよい授業を目指して」報告書 

資料 23  2020（令和 2）年度「学生生活アンケート報告書」 

資料 24  2020年度「和洋女子大学教学マネジメント評価委員会」報告書 

資料 25  2021（令和 3）年度～2019（令和元）年度 FD研修内容一覧 

資料 26  学校法人和洋学園研修センター規程 

資料 27  2021（令和 3）年度～2019（令和元）年度 SD研修 

－設置の趣旨（資料）－1－



－設置の趣旨（資料）－2－

hi-moriya
長方形



－設置の趣旨（資料）－3－

hi-moriya
長方形



，＇��
 ．． 
�
 ．．
 

9,
9,
 

9:＇；；it\:：
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和洋女子大学

学長 岸田 宏司 様

市川第20221121-0163号

令和4年11月30日

市川市長 田中

「和洋女子大学大学院」の設置について（要望）

市川市は、 東京都に隣接しているという良好な立地や交通の利便性によって現在、約

50万人の人口となっていますが、 都心に進学・就職する際の居住地として若い世代に

選ばれている一方で、20代後半から40代前半にわたる、 いわゆる子育て世代が多く

転出しています。

本市が持続可能なまちであり続けるために、 「市川市なら安心して子育てができる」

と思っていただけるような環境やシステムをつくらなければなりません。そこで、現在、

子育て世代の定住促進を図り小さな子どもから高齢者まで、 誰しもが健やかに暮らし、

お互いを支え合う、 健康寿命日本一のまちを目指し様々な施策に総合的・多面的に取り

組んでいます。

また、新型コロナウイルス感染症も相まって健康の重要性が高まっているところです。

和洋女子大学は、 平成30年度から看護学部を設置し、 地域医療や福祉に多大なるご

尽力をいただいておりますが、 この度、貴学が看護大学院の設置を計画されていること

をお知らせいただきました。

本市では、 福祉部や保健部、 こども政策部において看護師資格を持つ職員が活躍して

おり、 将来を見据えますとより高度かつ専門性が求められます。

そこで是非、貴学大学院を修了した方が、 地域福祉の充実につながるものと強く期待

するものであり、健康寿命日本一の施策を進めていくうえで非常に重要と考えておりま

すので、本市といたしましては、貴学が推進している大学院の設置を強く要望致します。

（資料３）
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※R2年1月…H31年2月～R2年1月までの１年間

人口動態統計速報
（令和３年１２月分）

　R3年12月…R3年1月～R3年12月までの１年間

…
R2年2月…H31年3月～R2年2月までの１年間
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人口動態・保健社会統計室 月報調整係

(TEL)03(5253)1111(内線 7476）
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人口動態統計は、出生、死亡、婚姻、離婚及び死産の各事象について、各種届出書等から人

口動態調査票が市区町村で作成され、これを収集し集計したものである。

速報の数値は調査票の作成枚数であり、日本における日本人、日本における外国人、外国に

おける日本人及び前年以前に発生した事象を含むものである。
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報（概数）に若干の修正を加えたものが人口動態統計年報（確定数）である。
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令和３年 令和２年 差引増減 増減率(%) 令和３年 令和２年 対前年比

１２月

出 生  68 803  69 282 479△ 0.7△  6.5 6.5 99.2

死 亡  134 026  133 185 841 0.6 12.6 12.5 100.5

自 然 増 減 65 223△  63 903△  1 320△  … △ 6.1 △ 6.0 …

死 産 1 377 1 478 101△ 6.8△  19.6 20.9 93.9

婚 姻 40 680 44 675 3 995△  8.9△  3.8 4.2 91.0

離 婚 16 471 18 020 1 549△  8.6△  1.55 1.69 91.3

出 生  842 897  872 683 29 786   △   3.4       △  6.7 6.9 97.0

死 亡 1 452 289 1 384 544 67 745 4.9 11.6 11.0 105.3

自 然 増 減 609 392△  511 861△  97 531△  … △ 4.9 △ 4.1 …

死 産 16 854 17 894 1 040△  5.8△  19.6 20.1 97.6

婚 姻 514 242 537 583 23 341△  4.3△  4.1 4.3 96.1

離 婚 187 854 196 641 8 787△  4.5△  1.50 1.56 95.9

出 生  842 897  872 683 29 786   △   3.4       △  6.7 6.9 97.0

死 亡 1 452 289 1 384 544 67 745 4.9 11.6 11.0 105.4

自 然 増 減 609 392△  511 861△  97 531△  … △ 4.9 △ 4.1 …

死 産 16 854 17 894 1 040△  5.8△  19.6 20.1 97.6

婚 姻 514 242 537 583 23 341△  4.3△  4.1 4.3 96.1
離 婚 187 854 196 641 8 787△  4.5△  1.50 1.56 96.0

注：前年の数値も速報値である。自然増減は、出生から死亡を減じたものである。

　率計算には「人口推計月報」（総務省統計局）により、該当月の総人口（概算値）を用いた。

　注：R3.1～R3.12の中央人口は、令和3年7月1日現在人口を用いた。

１月から当月までの累計（令和３年１月～令和３年１２月）

当月を含む過去１年間（令和３年１月～令和３年１２月）

人口動態総覧－対前年比較－

実　 　数 年  換 　算 　率

年換算率の計算式 

当月分                  出生・死亡・婚姻・離婚率 = その月の件数（出生・死亡・婚姻・離婚）

その月の人口 × その月の日数

年間日数

× 1,000

自然増減率 = その月の出生数−その月の死亡数

その月の人口 × その月の日数

年間日数

× 1,000

  死産率 = その月の死産数

その月の出産（出生＋死産）数
× 1,000

  1月分からの累計    出生・死亡・婚姻・離婚率 = ∑ （ｉ月の件数（出生・死亡・婚姻・離婚））ｉ

∑ （ｉ月の人口 × ｉ月の日数

年間日数ｉ
）

× 1,000

  自然増減率 = ∑ （ｉ月の出生数）− ∑ （ｉ月の死亡数）
ｉｉ

∑ （ｉ月の人口 × ｉ月の日数

年間日数ｉ ）

× 1,000

  死産率 = ∑ （ｉ月の死産数）ｉ

∑ （ｉ月の出産（出生＋死産）数ｉ ）
× 1,000

注：∑ は、１月からその月までの累計ｉ である。 

過去１年間 出生・死亡・婚姻・離婚率 = その月を含む過去１年間の件数（出生・死亡・婚姻・離婚）

その月を含む過去１年間の中央人口
× 1,000

自然増減率 = その月を含む過去１年間の出生数−その月を含む過去１年間の死亡数

その月を含む過去１年間の中央人口
× 1,000

  死産率 = その月を含む過去１年間の死産数

その月を含む過去１年間の出産（出生＋死産）数
× 1,000

 
－設置の趣旨（資料）－12－

hi-moriya
ハイライト表示

hi-moriya
ハイライト表示

hi-moriya
ハイライト表示

hi-moriya
ハイライト表示

hi-moriya
ハイライト表示

hi-moriya
ハイライト表示

hi-moriya
ハイライト表示

hi-moriya
ハイライト表示

hi-moriya
ハイライト表示



人口動態総覧（件数），都道府県（特別区－指定都市再掲）別

 都道府県 出 生 数 死 亡 数 死 産 数 婚姻件数 離婚件数

全　 　国  842 897 1 452 289  16 854  514 242  187 854

 01 北　海　道  29 760  69 353  650  19 742  8 761

 02 青　 　森  6 874  18 821  152  3 820  1 832

 03 岩 　手  6 757  17 687  131  3 748  1 515

 04 宮　 　城  14 070  26 040  303  8 880  3 227

 05 秋　 　田  4 679  16 089  101  2 650  1 112

 06 山　 　形  6 215  15 823  98  3 435  1 278

 07 福　 　島  11 165  25 559  216  6 361  2 752

 08 茨　 　城  17 271  34 239  334  10 118  4 133

 09 栃　 　木  12 042  22 873  255  7 201  2 862

 10 群　 　馬  12 131  24 743  244  7 004  2 895

 11 埼　 　玉  46 875  75 762  865  27 983  10 436

 12 千　 　葉  39 458  66 065  714  24 006  8 978

 13 東　 　京  96 045  128 978  1 933  74 052  20 808

 14 神  奈　川  59 322  90 224  1 741  38 988  12 995

 15 新　 　潟  13 256  31 070  263  7 177  2 704

 16 富　 　山  6 468  13 699  122  3 635  1 181

 17 石　 　川  7 640  13 307  122  4 323  1 394

 18 福 　井  5 537  9 814  105  2 872  1 033

 19 山　 　梨  5 216  10 323  65  3 018  1 170

 20 長　 　野  13 233  26 186  198  7 684  2 754

 21 岐　 　阜  12 713  24 323  202  6 871  2 638

 22 静　 　岡  23 086  43 664  411  13 781  5 302

 23 愛　 　知  56 208  74 634  1 053  34 049  11 257

 24 三　 　重  11 854  21 827  227  6 666  2 540

 25 滋　 　賀  10 598  13 855  191  5 708  1 921

 26 京　 　都  16 567  28 617  320  10 190  3 727

 27 大　 　阪  61 402  99 353  1 266  39 946  14 974

 28 兵　 　庫  37 121  62 904  627  21 609  8 257

 29 奈　 　良  8 109  15 637  130  4 547  1 853

 30 和　歌　山  5 818  13 054  85  3 281  1 487

 31 鳥　 　取  3 947  7 692  76  1 995  803

 32 島　 　根  4 707  9 856  83  2 472  896

 33 岡　 　山  13 615  23 011  257  7 520  2 833

 34 広　 　島  19 376  32 011  357  11 325  4 099

 35 山　 　口  8 503  19 640  139  4 849  1 899

 36 徳　 　島  4 613  10 546  87  2 491  1 123

 37 香　 　川  6 535  12 372  137  3 766  1 478

 38 愛　 　媛  8 582  18 879  178  4 627  1 908

 39 高　 　知  4 275  10 471  84  2 389  1 060

 40 福　 　岡  38 594  56 825  848  22 663  8 664

 41 佐　 　賀  6 189  10 214  95  3 082  1 229

 42 長 　崎  9 529  18 312  169  4 787  1 889

 43 熊 　本  13 620  22 285  293  6 772  2 757

 44 大 　分  7 741  15 209  142  4 231  1 759

 45 宮 　崎  8 110  14 577  153  3 960  1 849

 46 鹿  児  島  12 348  22 044  263  6 059  2 530

 47 沖 　縄  15 123  13 822  369  7 909  3 302

東京都区部  69 865  86 842  1 458  58 631  14 947

札　  幌  12 467  22 263  283  9 099  3 615

仙 　台  7 372  9 727  171  5 243  1 529

さ い た ま  9 594  12 046  124  5 947  1 748

千 　葉  6 045  9 483  91  3 829  1 372

横 　浜  24 239  35 975  1 033  16 319  5 223

川 　崎  11 593  12 112  288  8 163  2 005

‥ 相  模  原  4 518  7 273  74  2 682  1 023

新　 　潟  5 292  9 657  99  2 983  1 047

静　  岡  4 400  8 402  78  2 831  983

浜　 　松  5 466  8 833  105  3 215  1 154

‥ 名  古  屋  17 543  24 085  371  12 192  3 697

京 　都  9 234  16 088  205  6 788  2 190

大 　阪  19 957  32 766  531  16 622  5 284

堺  5 630  9 477  91  3 330  1 339

神 　戸  9 801  17 298  220  6 792  2 374

岡 　山  5 543  7 337  120  3 367  1 148

広 　島  9 011  11 221  157  5 487  1 802

北  九  州  6 473  12 109  148  3 901  1 613

福 　岡  12 610  13 654  346  9 207  2 682

熊 　本  6 516  7 604  156  3 602  1 287

注： 都道府県別の表章は、届出地による。

令和３年１月～令和３年１２月

再

掲
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